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川でむすぶ
【行事案内】 

〇西郷くらしの会、ステップアップ講座 

  〇パルシステム支援講座『夏井川親子水辺の観察会』 

  〇第３回夏井川川くだり 

【事業報告】 

○福寿草まつり(4/2-3) 

○総会報告(5/8)

○流域の会総会・水辺の教室(5/14) 

○三和小学校支援講座(5/26-7/19) 

○夏井川流域一斉水質調査(6/12) 

○福島県水環境活動団体交流会(6/25.26) 

○小川郷高萩地区支援講座（7/31） 

【寄稿文】 

〇夏井川は『宝の山』

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

＜行事案内１＞ 

第１３回 ステップアップ講座開催のおしらせ 

     ～水生生物による水質判定・水生生物の同定を学ぶ～ 

日時 平成２８年 ９月 ３日（土）   

９：３０～１６：３０ （受付９：００～） 

場所 西郷村役場プレハブ会議室(役場駐車場内)・堀川（堀川ダム上流） 

講師 福島大学理工学群共生システム理工学類  教授 塘 忠顕 先生 

   ※本会より既に参加申込み済で、３名参加予定です。 

    参加報告は次号会報でお知らせします。 
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＜行事案内２＞（支援事業） 

   『夏井川 親子水辺の観察会』の支援を行います。

日時 平成２８年 ９月１０日（土）   

１０：３０～１４：００ （受付１０：００～） 

場所 いわき市小川公民館 

主催 パルシステム環境委員会 

＜行事案内３＞ 

第３回夏井川かわくだりのお知らせ 

 今年もかわくだりを下記のとおり開催します。今年はアクアボールが登場しますので、是非ご

参加下さい。 
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＜事業報告１＞ 

喜多方を訪ねて（福寿草まつり、奥山に暮らす人たち） 

                                佐藤雅子 

毎年喜多方市山都町沼ノ平の福寿草まつりに出かけ、喜多方の方々と交流するのが夏井川流域

の会メンバーのたのしみとなりました。今年２０１６年（平成２８年）の喜多方探訪は４月２，

３日。郡山市、小野町、いわき市の総勢９人が参加。 

１日目の福寿草まつり。昼食は、福寿草会館で沼ノ平名物の蕎麦、山菜天ぷら、餅をいただき、

いつものように自然の恵みをありがたく味わいました。 

その後、福寿草鑑賞のため、群生地に向かったところ、例年あった雪がなく、たくさんの福寿草

で山面が覆われていました。アズマイチゲやヤマエンゴサクが咲き、ミズバショウやカタクリも

顔をのぞかせ沼ノ平の春は賑やかです。雪の中の福寿草ばかり想っていたので、意外でしたが、

これも山都町の里山風景なのでした。（でも福寿草は雪が似合います）気候変動が心配されます。 

今年は俳句の投句部門がなく、手ぐすね引いてやってきた人は本領発揮できずがっかりしたよう

です。 

喜多方市は長谷川潔さんがまちづくりや産業促進、人々の交流に尽力されているところです。 

午後、長谷川さんが案内してくれたのは、福島県耶麻郡西会津町奥川という地域です。 

山道を辿っていくとようやく集落がありました。突然「縁側カフェ」の大きなのれんのかかっ

たお家があり、「キノコハウス」を経営している佐藤昭子さんが笑顔で迎えてくれました。まろや

かな味のメイプルサイダーをいただきながら、元はシイタケ栽培をしていたが、原発放射能の影

響でできなくなり、今はイタヤカエデからメイプルシロップを採り、インターネットで全国にメ

イプルの製品や現地の産物を販売しているという経緯を佐藤さんにうかがいました。 

「限界集落」という名が出て久しいですが、佐藤昭子さんは「ここは消滅可能集落です」と笑い

ました。 

地域の方々と交わり、文明の機器を利用し全国発信できる仕事をする佐藤昭子さんに拍手を送り

ます。 

夜はいつもの宿「あづま旅館」、名物の馬刺しや山菜など旅館のご夫妻の暖かいもてなしを受け

ました。 

ここのおかみさん斉藤百合子さんも喜多方のまちづくりに貢献している方で、崇高な理念をお

持ちです。 

次の日の朝は、もちろん「朝ラー」、“アサラー”とは朝食をラーメン屋さんに行って食べるの

です。 

朝６時半にラーメン屋の前に並び７時の開店と同時に店に入り美味しいラーメンをいただきま

した。この店は午前中で品切れになってしまうほどの繁盛ぶりです。 

次は長谷川さんの案内で、がけ崩れが起きそうな山道を辿り、黒岩というところに行きました。 

廃校になった校舎をアトリエにして、青砥昭修さんという日本画家が地域の方々と交わりながら

雪国に暮らしておりました。校庭だったところの土手に、雪が 50 ㎝ほども残っていてフキノトウ

があり、また雪に囲まれて福寿草が咲いているという、沼ノ平で見られなかった「雪と福寿草」

が見られて感動。 

奥川の佐藤さんのところは新潟県に、黒岩の青砥さんのところは山形県に隣接しています。近

くに川や沼など水辺があり、きれいな水に支えられている豊かさには不便を凌ぐ心地よさがある 
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と思いました。 

毎年訪ねる喜多方。定点観測ならぬ定期訪問に、楽篆工房の高橋政己さんが昨年なくなられて

いた変化をお伝えしなければなりません。高橋さんには県内交流会で漢字の講演をしていただい

たことがありました。昨年名前を書いていただいたのが最後になってしまい残念です。 

新たな人々との交流、自然探訪はこれからも続きます。 

また来春の喜多方はどんな姿になっていることでしょう。 

沼の平のカタクリ  

               黒岩地区の福寿草         飯豊連峰を背に 

2016/04/21 

＜事業報告２＞ 

平成 28年度総会（報告） 

 ご報告が遅くなりましたが、去る５月８日

（日）午前 10 時～、小川公民館にて本年度で

17 回目となる定期総会が開催されました。佐藤

忠さんが議長に選出され、平成 27 年度事業報告、

決算報告・監査報告の後、今年度の事業計画案・

予算案が原案通り承認されました。承認されま

した事業計画は、下表の通りです（総会後、日

程が確定したものは、一部修正してあります）。

また、役員改選も行われ、前期役員がそのまま

引き続いて会の運営に当たることとなりました。 

 総会後、小川町在住の国府田英二さんから、小川江筋の歴史についてのご講話を戴き、総会参

加者が、小川江筋沿いの散策を楽しみました。（橋本記） 



夏井川流域住民による川づくり連絡会 会報 第４２号             2016.8.31   

２０１６．８．26修正後

夏井川流域NW 夏井川流域の会 他団体との交流等

4
★草刈（２日）、
★会報41号発行（4月中旬）

5

★７日（土）河口草刈
★８日（日）　総会 → 早春ウ
オーキング
★26日（木）三和小支援

☆１４日（土）　総会　～　い
わき市内（三和）

6
★４日（土）河口草刈
★夏井小支援（6/28火）

☆１２日（日）　一斉水質調査
★２５日（土）、２６日（日）
県内水交流（鮫川）

7
★２日（土）河口草刈
★12日（火）　夏井小上下流交
流（水源視察等）

☆海浜自然の家「川下り」支
援事業
☆上下流交流（１２日）

8
★６日：河口草刈
★７日（日）小川高萩地区支援
★会報42号発行（8月下旬）

9
★3日（土）河口草刈
★10日パルシステム支援講座

☆25日 川下り（カヌー教室）

10

★１日（土）草刈
★7日（金）～8日（土）　２６時間
調査（場所：赤沼川）、
★会報43号発行

11
★５日（土）草刈
★第３回夏井川沿いウオーキン
グ(6日、または２０日）

★１２日（土）、１３日（日）
全国交流集会（福島市荒
川）

12

1 ★会報４４号発行(1/1)

2 ※「川ばた会議」

3 ☆川前ゴミ拾い（下旬）

平成２８年度の事業計画

月

※世話人会は毎月１回（原則第１火曜日開催）：「ミニ講座」？

※新規事業として検討している事業：
○学校の水辺づくり、　○一里塚づくり（流域の会）、　○夏井川河口での事業（アクアボール等の
活用）、　○いわき市内の他流域との交流（鮫川流域）、　　○講演会・勉強会

小川江筋沿いウォ―キング 

永井 精 

 今年 5月（平成 28年 5 月 8 日）、当会の第 17回総会を小川公民館会場にて開催しました。会終

了後、希望者を募り約十数名で小川江筋に沿って小川町関場の取水口～上平窪の利安寺まで約

8km の「春のウォ―キング」を実施しました。例年ですと秋の紅葉の時期、磐東線川前駅から小

川・江田信号所までを渓谷添いに歩いていたのですが、今年は「春」に実施してみようというこ

とになり、時季と場所を変えて実施しました。当初の予定では「夏井川本流沿いを川面と流域の

春景色を眺めながら・・・」と企画してみたのですが、本流の河岸道は西小川～赤井間で一部藪

に覆われて途切れる場所があり、流水直近を歩き通せないとわかり急遽「江筋沿いコース」に変

更しました。この水利施設は皆様ご存知のように江戸寛永期に造られ、様々な歴史秘話に彩られ 
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た現役の灌漑施設です。その経緯に詳しく小川町にお住いの国府田英二氏に案内して頂くことに

しました。今年 92歳になられる国府田氏ですが私たちの願いを快諾して下さり、流石に徒歩では

負担過剰ということで車上にて同行、途中途中の名所旧跡で蘊蓄に富んだ説明をして下さいまし

た。小川江取水堰（源門記念碑について）－長福寺（沢村勝為公の古文書あり）―丸山隧道・水

門（夏井川に接す、土樋、蛇塚.＝日枝神社）―利安寺（沢村勝為公の墓あり、大日堂、椎の大木・

市指定記念樹）の間を初夏様の炎天下、3 時間弱で歩きました。参加者は 300 年昔の土木工事の

難儀さに思いを至し、水量豊かに滔々と流れ下る水路の水音に慰められながら「水と生物、人間」

の深い関わりに想いを致す一日であったような気がします。次年度以降はその続きを歩き、全長

約 30km で四倉地区・新田川に注ぐ全流域を歩いてみたい、と計画しています。折角の好季節、水

辺の自然に触れ、地元の歴史を学びながらのこの企画、皆様次年度からでもどうぞご参加くださ

い！ご一緒に歩きましょう！そして語り合いましょう！ 

＜事業報告３＞ 

流域の会総会・三和小水辺の学校 参加報告            田中 博文 

 平成２８年５月１４日（土）いわき市好間川・地域交流センター三和ふれあい館にて水辺の学

校・第１０回夏井川流域の会総会を行いました。 

 午後２時に三和ふれあい館に集合し、すぐ裏手の好間川で三和小を対象とした水辺の学校を行

いました。 

参加者が何人か分からない状態でしたが、いざ好間川へ向かうと、三和ふれあい館館長、三和

小学校の先生方、ご父兄方、子供たち２０名ほど、と総勢約４０名の一つの大きなイベントとな

りました。 

公民館事業の一環として、公民館側で参加の働きかけをして下さったようです。 

開会挨拶・水辺での注意事項等を説明後、子供たちは一斉に水辺に入り４０分ほど思い思いに

生き物を採取しました。 

好間川の上流に位置しているため水質がきれいで、カゲロウなど「Ⅰきれいな水」の生物が多

く見られ、他にも「Ⅰ・Ⅱ両方でみられる水生生物」、ヤマメ、ドジョウ、サワガニ、カエルなど

を見つけるたび、子供たちは大喜びでした。 

採取した生物を解説した後、子供たち全員で笹舟競争を行いました。水辺で遊んだことが無い

という子供たちの話を聞き、こんな身近にきれいな水辺があるのに・・ととても驚く次第です。

学校からは川へ近づくな、と指導されているようですが、今後とも安全な遊び方を教えて行きた

いと考えております。何よりも子供たちのとびきりの笑顔を見て、こちらもたくさんの元気をも

らいました。 

３時半から三和ふれあい館会議室にて第１０回夏井川流域の会総会が行われ、昨年度・今年度

の事業内容及び予算が審議・了承されました。今年度は設立１０周年の節目ですので、毎年恒例

行事のほかに何か記念事業も実施したいと思います。 

今後も「森・川・海の笑顔が見える流域を」に向けて頑張りましょう。 
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開会挨拶・注意事項説明   水生生物調査        笹舟づくり 

笹舟競争          元気いっぱいの子供たち      総会 

＜事業報告４＞ 

三和小学校学習支援 

佐藤雅子 

平成２８年度いわき市立三和小学校「川の授業」の学習支援をしてきました。 

三和小学校の校長先生はじめ、地域の方々、森林組合のご理解のもとに行われた６年生１８人の

学習は、三和公民館事業の一環としても取り組まれ、私たちの夏井川流域住民による川づくり連

絡会が加わり、各方面が協力しあった、たいへん有意義な授業となりました。 

◆第１回目は５月２６日、水源地見学。好間川の流れをたどって、児童たちと川の始まりの雨降

山（７７０．９ｍ）に上りました。三和区長さんたちが前もって草刈りをしてくださった川沿い

の道を、公民館の方々や私たちがいっしょに歩いて、道々子どもたちの声が弾みました。 

◆第２回目は６月２日、学校の前の好間川に入り、水生生物をとり水質調査をして、好間川がき

れいだということを確認しました。何より子どもたちが水に入って喜々としている様子は、おと

なにとってもうれしい風景です。当会の水生生物は江尻さん、魚は平川さんと専門の先生が指導

してくださるので、心強い限りです。 

◆第３回目は７月１９日、雨降山、好間川で実践したことの学習発表に私たちが招かれました。 

グループごとによく研究していて、一つ二つの見聞があんなに拡がっていったのかと感心しまし

た 

子どもの発想は無限のようです。クイズ形式にして、みなに考えさせる発表も固くなったおとな

には刺激になりました。 

体験に基づいて物の成り立ちやあり方を勉強するのは、体験が人生の重要な部分になる、と年

を重ねるごとに感じています。ただ、情報がありすぎる現代、子どもたちには経験を自分の知識

にするとき、情報ばかりに頼らず、実践を重ねてその裏付けをとってからにしてほしいとは老婆 
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心です。 

気持ちも体も吸い込みやすい子どもたちに、小さいころから山川海に親しんでほしいと、夏井

川流域ネットで力んで（？）いる私です。 

いわき市内のもっとたくさんの子どもたちに「川に親しむたのしさ」を体験してほしいと思い 

ます。                             （2016/08/10 記） 

＜事業報告５＞ 

   平成 28 年度 夏井川流域一斉水質調査         阿部 孝男

夏井川流域の会主催の「夏井川流域一斉水質調査」は今年で 10 回目を迎え、6 月 14 日（日）に行

いました。 

下流は児童 10 名、福島高専と勿来工業高校の学生さん 8 名を含む約 50 名が参加し、参加者の皆さ

んには現地採水から協力して頂き、小川公民館で水質調査を行い、午後は公民館前の河原で水生生物

調査を行い、その後アクアボールで遊びました 

採水は例年どおり、夏井川の本川及び支川の２１地点(下流)で同時採水し、今年も昨年同様川砂（又
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は泥）の放射性物質の検査も行いました。 

採水時現地計測―「流速」「水温」の他、川の様子などのメモ 

採水した水は小川公民館でパックテストなどの検査を行い、記録表に書き込んでいきました。 

小川公民館計測―「COD(パックテスト)」「導電率」「pH(ﾍﾟｰﾊｰ)」「におい」「透視度」 

          パックテストなどの様子             透視度計測の様子  

調査結果は、グラフに示すとおりですが、過去 9 年間の結果と比較してみると、全体的に均等に良

い値を示していますが、最下流付近ではやや高い数値が確認されました。 

（夏井川本川のみ―福島高専公定法による COD 値） 

夏井川本川 COD 値推移グラフ 

COD、BOD、pH、導電率は福島高専さんの協力を頂き公定法により計測しました。 

川砂の放射性物質はパルシステムさんの協力を頂き計測しました。 
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水生生物調査後にアクアボールで遊びました。 

水質計測を終え昼食後は小川公民館前の河原で「水生生物調査」を行いました。 

採取した水生生物は、ヒラタカゲロウ、チラカゲロウ、ナミウズミシ、カワゲラ、チラカゲロウ、

ヒラタドロムシなど水質階級Ⅰの“きれいな水”～水質階級Ⅱの“ややきれいな水”に棲む生物が確

認され、調査地点はきれいな川であることがわかりました。 

水生生物調査の様子 

子供たち（小学生以下）限定のつもりでしたが、
高校生や大人たちにも大人気！！ 
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水質調査結果については「身近な水環境の全国一斉調査（みずとみどり研究会）

http://www.japan-mizumap.org/」に報告済で、全国の集計は１２月ごろになるようです。 

参加者のみなさん、スタッフのみなさんお疲れ様でした。子供たちの笑顔が見える夏井川、子供

たちの歓声が聞こえる夏井川を目指して今後も継続していきましょう。 

＜事業報告６＞ 

福島県水環境活動団体交流会 

阿部 孝男 

福島県水環境活動団体交流会が６月２５日～２６日の両日に亘って開催され、参加者は県内各

地域で活動されているみなさんや団体約 60 名の参加でした。 

はじめに世界水フォーラム日本事務局長の尾田栄章氏が「地域と川づくりの関わり」と題して

基調講演（川の授業）を行い、“春の小川”で有名な東京の渋谷川が今や下水道化されているため、

川としての再生への取り組みや、広野町の浅見川での川づくりの活動などを参加者のみなさんと

のディスカッションを交えながらの今までにない形の貴重な講演でした。 

次の川の授業は参加団体からの活動事例報告として以下の４団体の発表がありました。 

① 「森林の創る清流 そこに生きるカジカとホタルの再生」

鮫川流域ネットワーク会長  蛭田幸広氏   

② 「日本一きれいな川を目指して」  NPO 法人 浅見川ゆめ会議理事長 鈴木正範氏 

③ 「四時ダム活動紹介」 ふるさと「四時」を考える会会長 緑川恵男氏 

④ 「猪苗代湖の水質特性と漂着水草回収の効果」  

NPO 法人輝く猪苗代湖をつくる県民会議副理事長 長澤金一氏 

発表後、大越則惠さんの進行で意見交換会では、他の各地域・川での活動について活発な意見

や質問が飛び交い有意義な意見交換会となりました。 

高橋会長の挨拶        会場の様子       尾田栄章さんの基調講演 
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ここからが例年のお楽しみ懇親会のスタートです。こちらがメインというのは私ばかりではな

いのでしょうか(^^;) 

久しぶりに会う方たち、初めて参加された方たち、意見交換会では言えなかったことなどなど 

話は尽きない様子であっという間に時間が過ぎていきました。 

いつもの・・         各団体の紹介        尾田さんを囲んで 

 その後、二次会・三次会へ突入して行ったとか行かなかったとか・・ 

 二日目の現地視察は、はじめに四時ダムを視察した後、とおの

湧水公園・あやめ畑で鮫川流域の蛭田さんから活動内容などをお

聞きし、龍神峡では蛭田さんの説明に加え、当会の世話人でもあ

る樹木医の木田都城子さんから「森林保全と森林環境税」につい

てお話を頂きました。 

 最後に昼食を頂き解散となりましたが、来年は郡山で開催の予

定ですので、また来年皆さんにお会いするのを楽しみにしていま

す。 
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＜事業報告７＞ 

小川郷農地水環境保全会支援（小川水質調査） 

阿部 孝男

平成 19 年より小川郷農地水環境保全会の支援事業として行っている小玉川の水質調査と水生生物
調査も今年度で 10回目を迎え、7月 31日（日）に行ないました。
例年通り、小玉川の調査箇所は高萩地区の１ヶ所でしたが、他の川の水質と比較するため同じ夏井

川水系の支流「好間川（北目）」「新川（アリオス前）」そして「夏井川本川（鎌田）」の全部で４ヶ所

の川から採水し、それぞれの水について COD パックテストやアンモニア、透視度、導電率などを計
測し、併せて小玉川の水生生物調査も行いました。

参加した子供たちや保護者の方々にパックテストなどの水質調査を行ってもらい、記録して頂きま

したが、昨年参加されたお子さんもいて、手際よく検査等を行いました。 

 子供たちは直接川に触れるというのは機会がないせいか、水生生物調査では子供たちの歓声が聞こ

え、終了時でもなかなか川から出ようとしませんでした。

 その後、新しくなった高萩公民館で水環境に関する講座を行い終了となりました。

 本会からは、佐藤（忠）さん、佐藤（雅子）さん、井上さん、

木田さん、江尻さん、阿部の６名+神田さんが参加しました。
 みなさんお疲れ様でした。

 来年も継続して実施するそうですので、高萩地区のみなさ

んとお会いするのが楽しみです。 

新しくなった高萩公民館の前で 

小玉川で採れた水生生物 
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【寄稿文】   夏井川は「宝の川」 

 ～ 夏井川の思い出：石炭拾い 

 阿部 武市 

 戦前の昭和 17年～20年頃、私は小学校 4～５年生頃のことでした。戦争末期で食糧は勿論、物

資不足で苦しい生活をしていた頃の話です。 

 夏休みのある日、母親に「川に行って石炭を拾ってこい」と言われて、石炭掬い用の篭を持っ

て河原に行って、腰まで水に浸かりながら石炭を拾ってきました。当時は、お風呂に薪を燃やし

ておりましたが、その薪さえも不足していたのです。そこで、夏の間に河原に行って石炭を拾っ

て風呂焚きにしたものです。 

 当時は、何故河原に石炭があるのか分からなかったのですが、後になって川の上流には、「常磐

炭鉱」があり、戦時中、石炭の増産に励んでいたのですが、その頃の選炭技術が良くなくて選炭

場から流れ出た「くず石炭」が、白水川や好間川に流れ出て、本流の夏井川に流れ着いたものな

のですね（後で分かりました）。夏井川は宝の川ですね。 

【世話人会から】 

 毎月、原則、第一火曜日の午後 6時 30 分から定例の世話人会を開催しております。毎回、世話

人 10 名前後出席、またオブザーバーとしていわき建設事務所の河川砂防課の職員の方々も参加し

ていただき、毎月の活動内容のまとめと予定事業の具体化について協議しながら会の運営に当た

っています。 

◆今回の会報記事の他、当会が関わった主な事業については、当会のホームページにも掲載され

ておりますので、ご存知の方も多いと思いますが、改めて、列記しておきます。 

 〇平成 28年 8月 29日（月）、県環境センター主催の「せせらぎスクール指導者養成講座（上

級編）」が棚倉町で行われ、当会から４名参加しました。

〇平成 28年 10月 10～11日、26hr水質調査を赤沼川で予定しています。

〇平成 28年 11月 12～13日、全国河川愛護団体交流会が福島市で開催されます。

～～～ 会員の皆様からの御寄稿をお待ちしております。～～～ 
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